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2026 年 6 月 11 日 

宮城県知事 村井嘉浩 様 

宮城県教育長 小野寺邦貢 様 

宮城県美術館館長 佐藤靖彦 様 

 

宮城県美術館の百年存続を願う市民ネットワーク 

共同代表 西大立目祥子 野家啓一 早坂貞彦 

 

宮城県美術館リニューアルオープンにあたっての要望書 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は宮城県民のためにご

尽力をいただきまして、厚くお礼申し上げます。 

 さて、約３年に渡り休館していた宮城県美術館のリニューアルオープンがいよいよ

間近となり、多くの県民が 6 月 20 日を心待ちにしているところです。 

私たちは、６年前に宮城県美術館の現地存続運動を行いましたが、その際、県内外

に暮らす多くの方々がこの美術館でさまざまな作品と出会い、かけがえのない時間を

過ごし、深い愛着を抱いていることを教えられました。先進的だった創作室での体験

を通して美術表現に開眼した県民も少なくありません。また、建設に携わった方々か

らは、建築家前川國男の優れた設計思想、文化財である美術作品を保護する機能的で

使いやすいプランや工法について話を聞くことができました。 

つきましては、運動を通して私たちに寄せられた意見をもとに、宮城県美術館のさ

らなる充実を願いここに要望書を提出いたします。宮城県美術館がより多面的な魅力

を発信し、県民一人ひとりの文化的生活に資することができるよう私たちは協力を惜

しみません。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

１【建物に関して】 

・なるべく早い段階で「近代建築ネットワークツーリズム」に参加して、他県の前川

建築を持つ自治体との連携を図ってください。 

・館内に前川國男設計の建物について解説するコーナーをつくってください。 

・Web サイトにも、同様の建物について解説するページを設けてください。 

・１年に数回、定期的に建物を案内するガイドツアーを実施してください。 

 （この件につきましてはご協力いたします） 

 

２【企画・運営に関して】 

・リニューアルオープン後、子ども向けのプログラムは充実していくようですが、加

えて視覚・聴覚障害者をはじめ、これまであまり美術館にくる機会のなかった利用者

を対象とする包摂的なプログラムを充実させてください。 

・県内には大学が多数ありますが、学生の多くが宮城県美術館を利用しておらず、中
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には存在を知らない学生もいるのが現状です。高校生までが無料とされている観覧料

が大学生にも拡張される方針が出されており歓迎いたしますが、前提として学生の県

美への関心を喚起するアプローチが必要と考えます。大学への広報や、大学学部との

連携を深めるなど、あらたな周知についてぜひご検討ください。 

・多くの美術作家から、地元作家を取り上げる機会が少ないという声が上がっていま

す。地元の若手を見出し、育成し、制作を続ける作家を県民に紹介する機会をもっと

増やしてください。 

・オープンに際してはコレクション展が開催されますが、7000 点に及ぶ宮城県美術館

の収蔵作品をより多面的、魅力的に見せ、鑑賞者が新たな発見ができるような常設展

示の充実を図ってください。 

・45 年前のオープン時における創作室は全国的にも例を見ない先進的なものでした。

これからも多くの県民がここで自ら想像する機会を得られるよう、スタッフや設備の

充実を図ってください。 

・いま仙台エリアには「SMMA」（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）という多様

なミュージアムが連携する組織がありますが、宮城県美術館は参加しておりません。

ぜひ早い段階で加入していただき、特に川内地区にある仙台市博物館や東北大学総合

学術博物館、東北大学植物園などとの連携を図り、従来の枠をこえたプログラムや展

示、情報発信などを進めてください。 

 

３【県民との連携に関して】 

・この度「県美ボランティア」が募集されいよいよ活動が開始されますが、将来的に

は補助的な作業だけでなく、常設展示におけるギャラリートーク、建物ツアーにおけ

るガイドツアーなどをこなせる人材の育成を図ってください。 

・県民からの意見や要望を受け入れる事務局窓口を設けてください。 

・開館以来 40 年が経過して協力会のメンバーも入れ替わり、果たせる役割も変化し

今後に向けた会の刷新が必要であるように思います。新たな協力会のあり方をぜひご

検討ください。 

 

＊2025 年 11 月 29 日に、私たちは、河北新報記者で東北の美術館を広く取材しシリーズ記事

「人口減時代の美術館 東北の現場から」をまとめられた会田正宣氏を講師に、「ひびきあうア

ートプレイスをめざして─宮城県美術館のリニューアルオープンを前に」と題した講演会を開

催しました。その際、参加した方々から頂戴した宮城県美術館についてのコメントをあわせて

添付させていただきます。 


